
★ラテンアメリカでの左翼の復調＝鈴木 頌 

 

ラテンアメリカではこのところ、左翼の復調を思わせる新たな動きが相次いで

います。 

 

１．ボリビアでの MAS の勝利 

 

ボリビアでは 10 月 18 日の選挙で「社会主義運動」（MAS）が大勝利を収めま

した。そして 11 月 8 日にはエボ・モラレスを支えてきたルイス・アルセが新

大統領に就任しました。 

 

この国では、1年前に軍とアメリカの支持を受けた右翼グループがクーデター

を起こし、モラレスを追放しました。 

 

彼らは MAS 幹部の公職追放と系統的な反 MAS 宣伝とにより影響力をそごうと試

みましたが、国民の MAS 支持基盤が非常の強力であったため、権力の維持を断

念せざるを得なくなりました。 

 

２．チリ、新憲法制定に圧倒的な支持 

 

チリでは 10 月 25 日の国民投票で、ピノチェト時代の憲法の破棄と新憲法の制

定が圧倒的に支持されました。 

 

これは軍事独裁時の残滓を最終的に放棄するというだけではなく、選挙の方法

をふくめピノチェト時代の復活を二度と許さないという決意の現れです。 

 

国民投票では、市民主導の制憲議会が新憲法を起草することも決まりました。

これまでの議会のように軍人に何議席とか上院と下院とか面倒なことはなくき

わめて風通しの良いものになります。おそらくこの民主的制憲議会が成立すれ

ば、非民主的な国会は活動を制限されていくでしょう。 

 

３．エクアドル、前大統領派が２月の選挙で圧勝の勢い 

 

コレア前大統領は、２００７年に大統領に就任して以来１０年間、寡占層と対

決しながら国民の権利を守り抜いてきました。 



 

３年前の選挙では副大統領のモレーノに後継を託したのですが、モレーノは国

民に背を向け、アメリカ追随と IMF主導の方向に進みました。 

 

これに怒った国民は大規模な反対闘争に立ち上がりました。世論調査でモレー

ノの支持率は８%前落ち込み、来年２月の選挙を前にすでにレームダック化し

ています。 

 

裁判所や選管はコレアに様々な罪を押し付け、立候補を禁止し、政治活動を許

さず、国外追放しています。 

 

これに対し、コレア派は身代わり候補を立て、中道政党に間借りするなどの対

応で登録に成功しました。 

 

４．ブラジル、ルーラ元大統領の出馬を求めるキャンペーン 

 

ブラジルについては山崎先生から貴重な論考を頂いています。AALAニューズの

次号から４回連続にわたってご覧いただけることになりました。 

 

ブラジルのトランプ、ボルソナロ大統領の人気はすでに地に落ちています。こ

れに代わり国民の支持を集められる候補として、ルーラ元大統領の人気が高ま

っています。 

 

ルーラはブラジル史上初めて、左翼勢力の代表として選挙に勝利しました。ル

ーラの政策は新自由主義に忠実に従ったものでしたが、左翼的な傾向を示し、

中南米の団結のためにイニシアチブを発揮しました。 

 

いま、ルーラは汚職の罪を着せられ獄中にあります。国内外に釈放と公民権回

復を求める運動が起きています。 

 

５．これらの変化はなにを意味するか 

 

２１世紀の最初の１０年間、中南米の人々はかつてなく自由で民主的な空気を

満喫しました。 

 



それが４年前、トランプの大統領就任とともにアメリカの集中攻撃にさらされ

るようになりました。 

 

多くの権利が奪われ、ネオリベラリズムの野蛮な掟が復活しました。 

 

そしていまラテンアメリカの人々は、アメリカの手口を見抜き、相次いで反撃

の狼煙を上げています。 

 

（11 月 20 日、日本 AALA 国際部会での発言原稿） 

 

★エクアドル：勝利に向け最後の直線へ 

 

事実上のクーデターから政権奪還をめざす 

 

コレア大統領の 10 年間 

 

経済困難とそれによる政治不安が続いていたエクアドルでラアエル・コレアが

大統領に就任。この国に政治的安定をもたらし、農民の悲惨な生活の是正に取

り組んだ。 

 

コレアは大衆の圧倒的支持のもとに、何回かのクーデターの危機を乗り越え、

10 年にわたり政権を維持した。 

 

モレノへの政権引き継ぎ 

 

17年 5月、コレアは副大統領レニン・モレノにバトンを渡した。モレノは自身

が車椅子の障害者で、福祉の専門家とみなされてきた。 

 

しかし、モレノは支持者を裏切り、敵と手を結んだ。メディアが周到に準備さ

れた反コレアの一斉キャンペーンを開始した。米副大統領マイク・ペンスがエ

クアドルを訪問しモレノの裏切りを称賛した 

 

エクアドルはキューバ、ベネズエラなどと結んだ米州ボリバル同盟 (ALBA) か

ら脱退し、これと対抗する反共・親米の「太平洋同盟」に加入した。 

 



昨年はじめにはベネズエラの自称大統領グアイドを承認した。キトの大使館は

乗っ取られ、追い出された大使らは敵性人として追放された。 

 

モレノ政権は IMFのパッケージを受け入れた。 40 の国家機関のうち 13が廃止

され、1万人以上の労働者が解雇された。 

 

昨年 10 月にはモレノの裏切りと大量解雇に抗議する全国行動が展開された。

これに対する弾圧は過酷なものだった。多くの活動家が投獄され、亡命を余儀

なくされた。 

 

21 年大統領選に向けて 

 

3年間の恥ずべき裏切りと弾圧にも関わらず、コレアへの国民の支持はますま

す高まった。 

 

21 年 2 月の大統領選に向けコレアは再度の当選を目指し動き始めた。 

 

これに危機感を抱いた国家機関は、コレアの立候補を不可能にするため暴力的

手段に打って出た。政府と検察は、コレアに対し 25件に上る犯罪容疑をかけ

捜査を開始した。 

 

2020 年 4月 最高裁はコレアに対し懲役 8 年の刑を言い渡した。さらに 25 年

間の政治的権利の剥奪も科された。コレアはベルギーに亡命を余儀なくされ

た。 

 

選挙管理委員会は、コレア個人のみならずコレア派勢力の政治的権利の剥奪に

も乗り出した。 

 

当初の届け出団体 Fuerza Compromiso Socialは政党登録を抹消され、つい

で、選挙のためのキャンペーン組織「希望のための連合」も政治活動を封じら

れた。 

 

コレア派は休眠政党の民主中道党に宿借りするという奇手に出て、候補者登録

を狙った。 

 



大統領候補はコレアではなく若い経済学者アンドレス・アラウスをすえ、コレ

アは副大統領候補に回った。 

 

裁判所は最後に、「いかなる公職であれコレアの立候補を認めない」との決定

を下した。 

 

コレア派は、コレアを副大統領で出馬させることを断念。ジャーナリストのラ

バスコールを副大統領候補として選管に登録申請を行った。 

 
 

コロナでモレノはレームダックに 

 

4月からエクアドルでコロナが猛威を振るい続けている。感染者の総数は 9月

中旬までに 122,000 人に達した。バナナの出荷港グアヤキルでは、街路がコロ

ナで倒れ、放棄された死体で埋まるという前代未聞の事態となった。 

 

8 月に行われた世論調査で、モレノの支持率は 8%に低下。任期を半年残して事

実上のレームダックとなった。 

 

これに対してコレア組が大統領候補のトップに立った。 

 

コレア派勢力の勝利が目前に 

 



南米では 10 月、春の始まりは政治の始まりでもある。 

 

キトでは、燃料費補助の廃止に抗議するデモが激化した。 

政府は抗議行動を避けてグアヤキルに移転した。モレノは「コレア前大統領

や、ベネズエラのマドゥロ大統領らが暴動をあおっている」と非難。しかし種

をまいて、火をつけたのはあんただろう。 

 

このような戦いの中で、選挙管理委員会はついにアラウスとラバスカルの大統

領選出馬を承認した。 

 

今後も反動勢力の巻き返し、謀略など迂余曲折があるだろうが、エクアドルの

民衆は着実に勝利へと向かっている。 

 

（11 月 19日記） 

 

★チリ憲法改正の意味するもの＝ジョシア・フレンス＝ストリング 

以下はラテンアメリカ専門誌 NACLA10 月 27日付に載った「ピノチェトを埋葬

する」記事の抜粋です。著者は米テキサス大学オースティン校のラテンアメリ

カ史の助教授。 

 

以下は憲法改正の国民投票に至る経過 

去年の今頃、地下鉄運賃値上げ反対の闘争が起きました。それから 1年、チリ

国民は 1980 年憲法を書き直すことを国民投票で決めました。 

 

1981 年憲法はピノチェト憲法とも言われ、1973年のクーデターと残忍な軍事

独裁の最も重要な政治的遺物となっていました。 

 

公式の数字では有権者のほぼ 80％が憲法改正の提案を承認しました。 

 

もう一つの投票項目で、新たな市民主導の制憲議会が新憲法を起草することも

決まりました。この議会の議員は来年 4月の選挙で選出されます。 

 

鈴木： 実はこちらのほうが遥かに重要です。憲法制定議会が招集されるので

すが、この議会は従来の議会のように軍人が何議席というような縛りがまった



くありません。おそらくこの民主的制憲議会が成立すれば、非民主的な国会は

活動を制限されていくでしょう。多くの南米諸国でそういうコースになりまし

た。 

 

その構成は現在の国会とは無関係です。そしてこれは世界で初めてのことです

が、議員は男女が同数になるように決められています。 

 

選ばれた議員は約 1 年をかけて草案を審議します。そして 22 年に新憲法を提

示し、国民投票にかけます。つまり有権者は今回の国民投票の後、議員選挙と

憲法を採択するための国民投票と 3 回の選挙を行うことになります。 

 

憲法改正には軍事独裁への最終的な告別と並んで、もう一つの意味がありま

す。それは軍事独裁のもとで野放しにされた極端なネオリベラリズムを禁止す

ることです。 

 

2019年 10 月の大闘争 

 

今回の憲法改正に向けての最初の狼煙となったのが、1年前の地下鉄運賃値上

げ反対闘争でした。 

 

若者は抗議し、改札口を乗り越え駅に乗り込み、占拠しました。ピニぇイラ大

統領（保守派）は戦争状態を宣言し、サンチャゴの街を封鎖しました。 

 

軍隊が街頭に出動しピニェイラは実力行使も辞さないと叫びました。それはか

つてのピノチェトを思い出させるものでした。 

 

この脅迫は若者の怒りに火をつけました。若者主導の抗議運動が全国の都市に

拡大しました。１～２週の間にチリは“目覚めた”のです。 

 

何千人ものチリ人が毎晩バルコニーや街角に行き、空の鍋やフライパンを叩き

ました。それは抗議活動に対する政府の軍事的対応に不満を表明するためのも

のでした。 

 

デモは 2020 年 10 月 25 日に最高潮に達し、100万人以上がサンティアゴの通り

に殺到しました。 

 



活動家は市内の「尊厳」広場を占拠し、自らをプリメーラリネア（最前線）と

名付けました。重武装の機動隊が何度も襲いかかりますが、彼らは大衆支援の

もと踏みとどまります。 

 

年が明けて 1月、サンティアゴのリベルタドール通りとオヒギンズ通りの交差

点で両者は激突しました。何百人もの抗議者が、催涙ガス容器とゴム弾の標的

となりました。 

 

デモ参加者の 16 歳の若者が「尊厳広場」の脇の橋から突き落とされました

が、それは完全な映像で公開されました。 

 

多くの市民にとって、それは軍政時代を思い起こさせる悪夢です。平和的な抗

議者への警察の無差別攻撃は、市民の怒りを呼びました。 

 

多数の人権団体は声明を発表し蛮行を非難しました。治安部隊の蛮行に対し調

査せず、説明せず、責任を取らず、取らせずを繰り返す政府への強い怒りが沸

き起こりました。 

 

一般市民の決起（Estallido)と参加型民主主義 

 

サンティアゴの小さな近所の広場では、コミュニティの住民が集まり始めまし

た。市民が過去を振り返り、討議しフォーラムを結成しました。それは社会的

エスタリドと呼ばれます。（社会的激発という意味） 

 

自分の近所の集会に積極的に参加している歴史家のロミナ・グリーン・リオハ

によれば、そのような会合は、「新しいチリを建設したい」という願いが「一

人ぼっち」ではないことを示しあったのです。 

 

パンデミックの発生は、これらの行動の多くを一時停止させました。それはま

た、もともと 4月に予定されていた 1980 年憲法に関する国民投票を遅らせま

した。 

 

エスタリドは自由で自発的運動なので、リーダーシップを導入するのは困難で

した。とくに外部の政治団体や労働団体に属する人にとって組織を動かすこと

は厄介でした。 

 



学生指導者ノアム・ティテルマンは未経験の、「指導者のない運動」と呼んで

います。 

 

しかしイシューごとにまとまった諸団体が、周りの団体と共感し「多様な運動

の単一の要求」として憲法制定運動に収斂していくのは意外に急速でした。 

 

学生運動を先頭とするさまざまな民衆運動 

 

チリの学生運動は世界で最も強力です。彼らは高校生だった 2000 年から闘い

続けてきました。2011 年から 2年にわたる抗議運動では、教育を市場の論理で

はなくではなく、市民権の基本的な社会的権利として体系化するという考えを

広めました。 

 

カミーラ・バジェホ、ジョルジオ・ジャクソン、ガブリエル・ボリックなどは

国会議員となり活動を続けています。 

 

ミシェル・バチェレの第 2政府（2014〜 2018 年）の下で重要な教育改革が行

われ、初等および高等教育における「営利」機関の歴史的な禁止が実現しまし

た。 

 

その他にも民族グループ、環境グループ、退職者の年金闘争、フェミニスト運

動が共同しながら闘いを進めています。 

 

人民連合の運動との比較 

 

チリの歴史家マリオ・ガルセが述べたように、昨年の抗議行動に関係した運動

の多様性は、おそらく 1970 年代初頭に起こったものよりもさらに深遠で民主

的だろうとおもわれます。 

 

現代のチリは「社会の動き」そのものが改革を推進しています。伝統的な「社

会運動」の概念とはまったく異なるものです。このことから伝統的な政治組織

や政党が支持されなくなったことを強調する意見もあります。 

 

アジェンデと UPは、根本的な変化を追求するために、その時代の国内の既存

の政治構造の中で働くことを約束しましたが、今日のチリ人は、民主主義が実

践される方法と場所を再発明することを念頭に置いています。 



 

これからの見通し 

 

いままで国を導いた市民主導の一連の運動は、間違いなく、昨年の行動を継ぐ

ものであり、新しい社会システムを生み出すものです。 

 

鈴木： このレビューは悪い記事ではないが、意図的に市民運動を持ち上げ、

チリ共産党や社会党の運動を軽視していると思う。選挙制度のせいで不当に表

舞台から排除されているが、世界で最も活力を持った共産党であることは間違

いない。 

 

（11 月 6日記） 

 

 

★理性にたいするボルソナロの戦争＝ジアンパウロ・バイオッチ、マルセロ・

シルバ 

 

以下は米ボストン・レビュー誌 11 月 9日付けに掲載された記事の要約です。 

 

リード部分 

 

ブラジル大統領は大学に対する攻撃は民主主義を脅かしている。それはあの軍

事独裁政権の暗い日々を思い起こさせる。 

 

ボルソナロの大学への介入は就任以来 25件に及ぶ。彼は教授たちに圧力をか

け、保守派の候補をゴリ押ししてきた。 

 

そのために大学の予算を削減し、ソーシャルメディアでフェイクニュースを拡

散し、敵対的な学者への攻撃を煽り立てた。 

 

ボルソナロの 2年間、学者への暴力行為と脅迫が続いた。それは軍事独裁だっ

たあの日を思い起こさせるものがある。 

 

これまでの教育改革 

 



軍事独裁が終わった後、教育改革はブラジルの民主化の中心課題となってき

た。 

 

とりわけ 2003年から 2016年にかけての労働党政権の時代に、それは目覚まし

い成果を上げた。 

 

軍政以前に進歩的教育学者として有名だったパウロ・フレイレは、軍政時代は

弾圧されていた。しかし民主化後は教育改革のシンボルとなった。彼の思想は

教育計画の指針となった。 

 

2003年に労働党政権が誕生すると、高等教育に巨大な投資が行われるようにな

った。19の新しい大学が創設され、173の市と町（主に国の貧しい北部と北東

部）に新しいキャンパスが増設された。 

 

「差別の積極的撤廃」（アファーマティブ・アクション）が施行され、アフロ

系学生は公立高等教育の 50％を占めるまでになった。 

 

ボルソナロと極右勢力の攻撃 

 

ボルソナロを先頭とする寡占勢力はそれが許せなかった。彼らはボルソナロの

大統領就任後、教育分野に集中攻撃をかけてきた。 

それはずっと昔から続けられてきた極右による教育攻撃の流れを受け継ぐもの

である。彼らは長い間、教育部門を文化戦争の重要な前線と見なしてきた。 

 

彼はそれを、「ブラジルの教育の左翼支配」と呼んだ。左翼支配というのはフ

ェミニスト、マルクス主義文化人、「家族の価値観」を否定する急進主義者に

よる支配である。 

 

かれらはずっと「大学の教育の質が低い、学業成績が低い、左翼の養成基地と

なっている」と、古典的な攻撃を続けてきた。 

 

ボルソナロはさらにこれを煽った。恥知らずなフェイクニュースが撒き散らさ

れた。 

 



例えば、左翼が公立学校で子供たちに同性愛者のライフスタイルを教え込もう

とし「ゲイキット」を配布した、学内でマリファナなどの材料を栽培している

などなど。 

 

そして「政党のない学校づくり」を合言葉に、生徒たちに、教師の発言の隠し

撮りと SNSへの投稿を奨励した。 

 

ボルソナロが政権を取ると、取締りの動きはさらに激しくなった。議会で数十

の法案が提出された。「ジェンダーイデオロギー」を封殺するため、検閲が認

められた。 

 

教科書検定が一層強化され、保守的な教科書以外の採用はできなくなった。 

 

2019年、ブラジルは「思想の自由報告」で、学者の環境の危険度が最悪の国の

一つに選ばれた。 

 

最後の拠点・大学への攻撃開始 

 

初等・中等教育への攻撃が集中する中、大学は統治するのがより困難なため後

回しになった。最大の障害となったのが大学の自治だった。 

 

69の連邦大学と 38 の連邦教育機関の総長・学長は評議会で選ばれることにな

っている。ボルソナロはこれに噛み付いた。彼は上位三者の名簿を提出するよ

う命じ、その中からボルソナロが選んで任命する方式に切り替えた。 

 

それらの候補者は左派のつながりを事前審査される。 

 

ある大学では、ボルソナロは第三位の候補者を任命した。その候補は評議会の

77票のうち 3票しか得ていなかった。 

 

大学予算の削減 

 

これらの干渉を正当化し推進するため、ボルソナロは兵糧攻め作戦をとった 

 

2019年に連邦大学の予算は 30％削減された。その結果、大学運営システムは

ほぼ停止状態におちいった。 



 

2020 年、政府はさらに進んで、運営予算をさらに 40億レアル削減しようとし

ている。これは大学予算の 18％に当たる。 

 

いまや国立大学では暗い廊下、石鹸やトイレットペーパーのない洗面所が当た

り前の風景になっている。 

 

予算削減はとくに労働党政権時代に作られた大学に集中している。その典型

が、予算の半分以上が削減された南バイア連邦大学だ。バイアは黒人の多い州

で、この大学の学長も黒人で女性だ。その学長はインタビューでこう答えてい

る。 

支払うべき請求書は山程あります。その中から緊急性を要するものを選び出す

のが私の仕事です。大学を運営し続けるためにエアコンはすべてストップしま

した。 

 

ボルソナロの賭け 

 

大学は軍事独裁政権への抵抗において不可欠な役割を果たした。ボルソナロの

大学に対する攻撃は、国の民主主義を脅かしている。 

 

ボルソナロは自らの攻撃力の源を反知性と反左派の感情に頼っている。しかし

それはブーメランのように自分に跳ね返ってくる危険を含んでいる。 

 

（11 月 12 日記） 

 


